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調査範囲

震度６強以上の市町
村に位置するため池

調査・技術支援の概要

調査日：３月１４～１５日
農研機構 農村工学研究所 東日本大震災報告会2011.5.31.

2

名称 所在地 堤高(m) 堤長
(m)

貯水量
(m3)

受益面積
（ha） 被害

岩根大池 本宮市 7.5 100以上 59,000 40.0 上流斜面にク
ラック

青田新池 本宮市 8.3 275 17,000 6.0 決壊

蛇の鼻中ノ池 本宮市 6.4 153 55,000 60.0 上流斜面崩壊

蛇の鼻上ノ池 本宮市 5.5 81 24,000 60.0 上流斜面崩壊

細蕨池 国見町 5.0 40 31,700 11.0 天端にクラック

三ツ森池 安達郡 28.8 205 720,000 750.0

天端に
段差60cm、
長さ130mの
クラック

調査を行ったため池

農研機構 農村工学研究所 東日本大震災報告会2011.5.31.

3

池

縦断亀裂

段差を伴う縦断亀裂

横断亀裂

段差・沈下の
ある縦断亀裂

すべり

はらみだし 他に洪水吐の破損

底樋の破損

漏水

地震時のため池の被災パターン
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堤体の横断亀裂
堤体の縦断亀裂
上下流斜面のすべり
天端の沈下
底樋の破損
洪水吐の破損

漏水の量、濁りの定期的な点検
亀裂幅、堤体の変形の定期的な点検
亀裂の保護（ブルーシートなど）

亀裂深さ測定
土質調査、堤体強度の推定など

緊急点検・被災後の定期的点検・復旧への点検

緊急点検

被災後１ヶ月程度の監視・点検

復旧に向けた調査

貯水位管理

復旧方法の策定
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決壊

縦断クラック

民家

すべり

農地・下流のため池

青田新池

堤高 8.3ｍ 貯水量17,000t： 決壊して貯水が全て流出

 堤体の屈曲部で決壊。

 直下流の民家の二次被害は免れた。
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青田新池

堤高 8.3ｍ 貯水量17,000t： 決壊して貯水が全て流出

決壊

決壊面
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青田新池

決壊
左岸からの全景

民家

決壊部
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青田新池

決壊

下流の民家１（堤体から）

①

① 氾濫した決壊水

民家

ため池が決壊した場合の下流
のリスクを考慮した復旧が必要
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細蕨ため池

洪
水
吐

地山

クラック

上流斜面のはらみだし

上流

下流

水位観測孔に
約10cmの沈下跡

右岸側

左岸側
漏水

堤高 5.0ｍ 貯水量31,700t： 堤体に縦断・横断クラック
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細蕨ため池

洪
水
吐

上流

下流

貯水位の維持
漏水の計測・監視
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細蕨ため池

洪
水
吐

上流

下流

天端沈下の跡

天端のクラック

三次元的に変形が発生
堤体屈曲部が弱点
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蛇ノ鼻中ノ池

蛇ノ鼻上ノ池

縦断クラック

上流斜面崩壊

上流斜面
すべり

縦断クラック

横断クラック

蛇の鼻中ノ池・上ノ池

新池
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蛇の鼻中ノ池

堤高 6.4ｍ 貯水量55,000t： 上流斜面が崩壊
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蛇の鼻上ノ池

堤高 ５．５ｍ 貯水量２４,000t： 上流斜面にすべり

復旧の際には緩勾配にする等の対策が必要
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三ツ森池
堤高 28.8ｍ 貯水量720,000t： 堤体天端に長さ130m、段差60cmの縦断クラックが発生。
昭和14年に築造
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1.8m

天端幅 8m

下流法肩の沈下20cm

旧堤部

かさ上げ部

波除工の転倒

刃金土

亀裂調査

堤高２８．８ｍ
昭和14年に築造

縦断クラック

農研機構 農村工学研究所 東日本大震災報告会2011.5.31.

17

亀裂調査

中越地震で被災したため池の亀裂調査事例

電気探査等による更に詳細な調査方法
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斜め亀裂

段切り・再盛立て

亀裂が発生した堤体の復旧方法

すべりを伴う亀裂が発生した堤体の復旧

鉛直亀裂

トレンチ堀り・再盛立て

鉛直な亀裂が発生した堤体の復旧
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今回の地震被害の特徴

 震度が大きく比較的大きなため池に被害が発生
特に、堤高15m以上で築造年代が古いため池

 灌漑期直前の被害であり、貯水はほぼ満水状態

 今年度の農業用水として、どの程度まで貯水位を維持できる
かの判断が必要。

 地震により変形した堤体の豪雨に対する安定性に注意する
必要がある。具体的には、貯水位管理と亀裂の保護。
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復旧に向けて １

復旧後のため池の耐震性の検証
特に、規模が大きいため池（三ツ森ため池 他）

決壊時に下流に二次被害が発生するため池
屈曲部などの弱点を持つ堤体の安全性照
査・対策法の検討

地震による破壊現象の
再現解析

今回の被害を再現でき
ることを確認して、対策
方法の耐震性を検証

東海・東南海・南海地震による老朽大規模ため池の耐震
性の検討

信頼性
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復旧に向けて ２

 ため池下流域の二次被害を考慮した復旧計画

決壊

民家

補強土やふとん籠を用いた耐久性の高い補強

下流に二次被害が発生する可能性のあるため池の抽出

堤体屈曲部の弱点の影響を考慮した対策
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